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[要約] 

 沖縄県ではハブ類咬症における症状や治療に関する情

報を，患者が受診した医療機関が調査票として記録して

きた．それらの資料について，総数の集計，ならびに主

要な 3 種それぞれにおいて，時代，医療機関，受傷部位

別に集計した結果，加害種，受傷部位，医療機関，時代

によって咬症頻度に差異が認められた．本報では各受傷

部位について同じまたは対応する医療機関ごとに，ハブ

とサキシマハブまたはヒメハブとの間で咬症件数を比較

し，種間の頻度差を推測した． 

 1977－2015 年に沖縄県内で発生したハブ類咬症例

は，複数部位を受傷した例を除いてハブ 2655 件，サキ

シマハブ 1358 件，ヒメハブ 455 件であった． 

 本報では時代間の比較は，大部分の受傷部位ならびに

医療機関において同様の傾向が認められたため，行わな

かった．受傷後の症状と治療についての種間の比較は，

ハブと他の 2 種間で，各項目における該当と非該当の件

数を対比して行った．受傷部位別の比較では，主要部位

である手指，足，手を対象とした．対象の医療機関は，

ハブとヒメハブの比較においては医療機関 M15，ならび

に医療機関 M25 とした．本来異所的に分布するハブと

サキシマハブとの比較では，ハブでは沖縄島の上記の 2

医療機関と医療機関 M39 の計，サキシマハブでは医療

機関 M71 を対象とした．頻度の検定結果を表に示し，

その中で対応する県立病院において有意差が認められた

場合を図に示した（全文掲載を参照）． 

 以下では，ハブに対するサキシマハブの頻度の高低を 

記す．緊縛，吸引，切開，出血は低頻度，疼痛，腫張は

高頻度であった．過去の受傷有りは高頻度，牙痕数が 2

以上は低頻度であった．抗毒素の注射有り，30 ml 以上

注射は低頻度であった．一方，静注以外のみの注射，注

射まで１時間より長く経過が高頻度であった．治療期間

が 7 日以上，入院有りは低頻度で，リハビリ有りは高頻

度であった． 

 以下では，ハブに対するヒメハブの頻度の高低を記す．

緊縛，出血は低頻度，疼痛は高頻度であった．抗毒素の

注射有り，30 ml 以上注射は低頻度で，注射まで 1 時間

より長く経過は高頻度であった．治療期間が７日以上，

入院有り，機能障害有りは低頻度であった． 
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